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参加経験をもつ
課外活動への

参加状況

ぶ卜 参カロしている課外活動団体のジャンルは、勉強している学問分野や
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希望する卒業後の進路との近接性を示 している

課外活動には、学年を問わず、学部学生の約

85%が参加経験を持っています。学年が上がるに

つれて、今現在参加している学生の割合が減って

いく傾向が、以前と同様に見られました。意外に

多いと感じられたのは、大学院生の課外活動の参

加経験ですが、これは大学院生の課外活動が活発

であるというよりも、学部学生時代からの関わり

が表れていると見るべきと思われます。

していまか の か ?にノ 学年別

参加 したことがない
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17.2

36.9

20 40

学部別で参加している課外活動のジャンルを見

てみると、各学部で勉強する内容との近接する関

係性が見てとれます。スポーツ科学部の学生の課

外活動への参加率は高く、そのほとんどが「スポ

ーツ系」の課外活動団体であ りますし、「マスコ

ミ系」の課外活動団体は、政治経済学部、第二文

学部、教育学部に参加率が高いといった特徴も分

かります。それに対して、法学部においては「マ

スコミ系」の課外活動への参加率が低 く、逆に

「学術系」の課外活動への参加率が高いのは、司

法試験や公務員試験などの勉強と課外活動とが密

接に結びついていることが予想されるでしょう。

こうした進路と課外活動との関わりは、「マスコ

ミ系」、「スポーツ系」、「イベ ント系」の課外活

動への参加者を中心に、民間企業への就職希望者

が多いところに見てとることができました。理工

学部の「学術系」の課外活動への参加率が低いの

60 80 100(%)

は、理工学部の学問内容に近接する課外活動団体

は、「学術系」というよりも「趣味系」に分類さ

れることが多いことが影響 しているのかもしれま

せん。「ボランティア系」は、教育学部、人間科

学部において高い参加率を示しているのは、やは

り学問との近接する関係性が想像されます。国際

教養学部の学生の課外活動への参加の低調さが目

立ちますが、学部設立 2年 目の同学部がキャンパ

スの中で、他学部の学生とは「独自の道」を歩も

うとしていることを示すものでありましょうか。

また、性別でみると、男性は「スポーツ系」の

課外活動への参加者が参加者全体の 6割以上を占

めるのに対 して、女性は「スポーツ系」だけで

なく各ジャンルに広がってお り、「マスコミ系」、

「芸術系」、「ボランティア系」に関しては、実数

としては男性より多いのが目立っていました。
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課外活動の経験は学生生活の

充実度ゃ大学への愛着度と結びっく

課外活動への参加 と学生生活の充実度や大学へ

の愛着度は、密接に結び付いているようです。現

在、課外活動団体 に参加 している学部学生の学生

生活の充実度は、課外活動に参加 したことのない

学部学生の学生生活の充実度に比べて高 く、大学

への愛着度も高い傾向が見 られます。また、学生
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生活が充実 している理由として、学業に関する項

目と並んで、課外活動が多 く挙げられています し、

人間関係の充実を理由として挙げる学生 も、その

人間関係の中身 として課外活動における人間関係

に依っていることが予想 されましょう。
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課外活動 にかかる費用 は、女性 よ りも男性 の

方が、 また学年が上が るに したがって次第に増

える傾向にあるようです。男性の場合、 3年生が

ピークなのは、課外活動で中心的に活躍する時期

であ り、費用 もかかるためではないで しょうか。

女性の場合、 2年生以上において「4千 円未満」

の学生の割合はあまり変わりませんが、「1.5万 円

以上」とする学生が学年が上がるほど多 くなって

いくことは、女性の課外活動への関わり方と何 ら

かの関連がありそうです。
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しかしながら、課外活動への参加はまた、学業

との関係において微妙な陰を落としているように

も思われます。すなわち、課外活動への参加は、

「大学の授業への関心」、「授業への出席率」、「授

業の満足度」のいずれにおいても負の相関を示し

ています。これは、課外活動に参加している学生

が、関心領域が広 く趣味が多彩である一方で、相

対的に授業への関心が薄くなっていることを示す

ものでしょう。しかし、授業への関心の低下は、

課外活動に没頭してしまい、学業に身が入らない

という事態を招きかねません。そうしたところに

おいて、次の項目となる課外活動と学業との両立

の問題が出てきます。
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課外活動を行ぅ学生にとつて、
事業との両立は大きな課題

ぶ゙縫..。 ぁ   多くの学生にとって学業との両立可能性において
「ヾセチ      課外活動への参カロが判断されている

課外活動と学業との両立_´

課外活動に参加しない理由

学業と課外活動の両立が

うまくいっていないとする

学生は、「大学の授業への

興味」、「授業への出席率」、

「授業への満足度」が相対

的に低い傾向にあ ります。

それでもなお、課外活動と

の両立をさせていない学生

の中で、 8割近 くが授業へ

の関心を示し、 4割以上が

「出席率 9割」を超えるの

は、そもそも大学に興味の

ない学生は、本調査に回答

していないことが影響して

いる可能性も考えなければ

なりません。

先に見たように、学生生

活にとって、課外活動は、

学業と並んで学生生活の大

きな柱となっていることが

うかがわれます。しかしな

がら、課外活動への参加は、

一部の学生にとっては学生

生活の充実度を損なわせる

結果となっています。課外

活動と学業との両立がうま

くいっていないとする学生

の中には、学生生活が充実

していないというが学生が

約 3分の 1を 占めており、

課外活動と学業との両立に

悩む学生の存在が浮かび上

がってきます (次頁グラフ

参照)。
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集ま
クロス

こ う した課外活動 と学

業 の両立 に悩 む学 生 の実

数は少ないものの、その背

後には、課外活動への参加

を躊躇 した り、次第に課外

活動か ら足が遠のいた り、

といったことが相当数、起

きてい るこ とが予想 され

ます。実際に課外活動 をや

めた り、 は じめか ら参加
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しない理由として、「学業との両立」をあげる学

生は、前者の23.1%、 後者の33.8%を 占めてお り、

課外活動をやめた理由
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参加したことが
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また課外活動に参加 している学生を文系 。理系

の別に見てみると、理系の学生の方が課外活動ヘ

の参加率が低 く、特に「以前参加 していたが今は

参加 していない」 とする学生の割合の高さが顕著

に見 られました。実際に学業 と両立 しているかと

いう設間に対 しては、文系 。理系でそれほどの高

て い か (い ましたか ?

/困コ 大学生活は充実 していると思いますか ?
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特に社会人学生や、留学生においては、課外活動

に参加 しない理由として顕著に見 られました。

0

Bス
集ま ル活動 (学内外不問)等、何らかの課外活動 していますか ?

/医捌 サ ー リレ で た 、 た は も｀ は つ

1.3

課
外
活
動
へ
の
参
加

(%)
匡
=l自

分に合ったサークルがない  |■■ サークルのあり方に疑間を持った

匡コ 学業と両立しない  Eコ 資格試験勉強・就職活動  回■ アルバイト

騒圃 学生生活に不必要  匡コ その他

■■1人間関係がうまくいかなかった
■■l留学  ■目l金銭的負担が大きい

い相関は見られませんでしたので、理系の学生の

方が課外活動との両立に苦労しているというより

も、両立ができなくなる以前に課外活動への参加

を取 りやめているというのが実態ではないかと思

われます。

課
外
活
動
と
学
業

いない やや している している

あまりしていない
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7.7‐狙

14.5 21211.418.5

28.710.8

28.8 21115.8

サークノ らかの 一
し していま か ? 文系・理系別

文 系

全 体

(3,112ン尺)

(2,362ン k)

理 系

(750ンk)

3

参加 したことがない

18.7

19.1

18.3

課
外
活
動
と
学
業
と
の
両
立
／

課
外
活
動
に
参
加
し
な

い
理
由

0 20 40

以上のように、課外活動への参加は、学業と

の関係において両立しているかどうかというより

も、勉強する学問との近接性や、将来の進路との

関わりや、両立できるかどうかの可能性において、

60 80 100(%)

多 くの学生があらかじめ課外活動に参加する/し

続けるか否かの選択を行っている姿が浮かび上が

ってきます。
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26.5

41.7

10.5

9.9 22.3 10.3 11.1 7.0

17.4 23.1 16.0 10.5 12.3

7.0 19.3 15.0 14,333.8

参加 している
.58.4

以前参加 していたが

今は参加 していない

21.9

61.2 19`7

52.0 29.7



学年が上がるにしたがってボランティア
経験者は増えていくが、まだまだ少ない?!

^`C
N゛・゙2 女性で3割、男性で2割

ボランティア経験をもつのは
早大生の

ボランティア事情

さて、早大生のボランティア事情は、次のようになっています。

C瓢目D

ボランテ ィア 学年別

経験なし 77.7 経験あり
22.3

90.3
７
１
１
ヽ

9.7

全  体
(1,912人 )

1  年
(445人 )

2  年
(347人 )

3  年
(326人 )

4  年
(304人 )

5年以上
(84人 )

79.8 20.2 一一組嘔肝活動について

74.5 25.5

70.4 29.6

69.0 31.0

大学院学生
(406人 )

G曰目D

0

７
１
１
、

71.7 283

40 60 80 (%)1

経験なし 69.7 経験あ
'り
 30.3

87.3 12.7

全  体
(1,174人 )

1  年
(307人 )

2  年
(260人 )

3  年
(207人 )

4  年
(225人 )

5年以上
(32人 )

73.8
７

１
１
ヽ

26.2

63.8 36.2

60.0
７
１
ヽ

40.0

46.9 53.1

53.1 46.9大学院学生
(143人 )

ボランティア経験 を持つのは女性で 3割、男性

では 2割程度に過 ぎません。学年が上がるにした

がって経験者が増え、女性の方が男性 よりもボラ

ンティア経験が増える傾向にあ りますが、その内

実はボランティア活動の種類 を見てみると、課外

活動 との関係や、勉強 している学問分野 との関係

60 80

がありそうです (次頁グラフ参照)。 このことは、

特にスポーツ科学部の「スポーツ指導」、国際教

養学部の「外国人支援」、教育学部や人間科学部

の「障がい者支援」、「幼児・児童支援」に経験者

が多いという特徴に見受けられます。

(%)0 20 40
4

早
大
生
の
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ン
テ
ィ
ア
事
情
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次に、男女別に見てみると、男性は、「スポー

ツ指導」にやや偏 りがみられるのに対して、女性

は「障がい者支援」、「幼児・児童支援」のほか、

⊂ 菫 ≡ 三 菱 璽 藝

=】
日 罰 鵬

「外国人支援」、「国際協力」の項 目において、経

験者の実数が男性を上回っていました。

災害復興
支援

全体
(1,050件 )

2.3

政治経済学部
(101件 )

28

法学部
(113件 )

3.7 3.7

第一文学部
(110件 )

3.7

第二文学部
(61件 )

2.1 2.1

教育学部
(95イ牛)

2.8 14

商学部
(55イ牛)

0.0

理工学部
(103イ牛)

3.8

社会科学部
(50イ牛)

29

人間科学部
(71件 )

0.0 19

スポーツ科学部
(27件 )

0.0 0.0 0.0

国際教養学部
(19件 )

13.3 6.7 53.3 6.7 13.3 26.7

0.0 0.0     0.0
(%)

●

ボ ラ ンテ ィア

男  性
(569イ牛)

tf+
(481{+)

111

国際協力

13.0

その他

19.416.7

幼児・児童
支援

7.5 14.9

外国人
支援 リサイク

活動

14_2

14.114.1 16.9 22.5
|

561      254

24.4
| |

8511 20.7
|

98 1     232 14.6

12.3 14.8

|

491111 14827.2

|

1 00

1γ
～

12.5 6.3 31.38.3 10.4 20.8

7.0 11_3 9.9 15.5 25422.5

9.19.1
|

27.3 18.2 9.1 18.211.4

7.5 8.8 17.5 13.8 7.5 12.520.0

8.6 5. 17.1 11.4 143 22.914.3

222 56 16.7 18.5 13.0

5.0 20.05.0 15.0 10.0

10.1 19.713.8 ｒＯ７
， 11.5 15.5

19.120.2 19.1 126
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の種類

3.0

14 (%)

11.3 7.0 22.5

13.4 15.9

18.5 18.5

9.1 13.6

3.8 23.8

25.9 148 13.0

15.0 65.0

6.7

５
　
早
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生
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
情

14.5 20.6 17.1

17.4 7.6 17.1

ll  l

lPl
16.6

障がい者
支援

15.8

地域活動 ポ ー

指導

19.0

一援一支

10.4 22.9

23.9 14.1

20,0 25,7

男女別
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